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講座名 内容

5月 1 課題研究の全体像
「研究」とはどのような活動か（研究分野、調べ学習との違い）

３年間の研究の流れを説明する、研究機材の説明

2 思考のまとめ方 学びの型の理解及び活用演習　演習課題「素朴な疑問を掘り起こす」

3 課題の設定方法 素朴な疑問をリサーチクエスチョンとする設定演習　研究計画

4 先行研究調査方法

J-STAGEの活用方法理解（文系の論文検索サイトも紹介）

研究倫理、過去のAS・ATの紹介

論文の読み方（批判的読解力）　※考察の段階でも活用すること強調

7月 5 仮説の設定方法 検証可能な仮説の理解及び設定演習

夏休み 夏季休業中課題 先行研究調査

6 データ収集① データの種類（定量、定性）の理解　統計情報の入手、解析演習

7 データ収集② 対照実験の理解と演習

8 データ収集③ アンケート　対照調査の理解と演習

9 データ収集④ インタビュー　対照調査の理解と演習

10 データ処理① 定量データの分析（＋可視化）　表計算ソフトの活用①　

11 データ処理② 定量データの分析（＋可視化）　表計算ソフトの活用②　

12 データ処理③ 定性データの分析（＋可視化）　テキストマイニング等の活用

13 プレゼンテーション① プレゼンテーションとは何か

プレゼンテーション②-1 発表動画を見て、質問を考える　これまでの学びを活かした着眼点

プレゼンテーション②-2 考えた質問をクラス内で共有する　他の意見を聞き、多角的視点を養う

中間発表会 2年生に向けての質問

15 プレゼンテーション③ 発表資料の構成を理解し、考える

プレゼンテーション講演会 西脇さん(Microsoft)の講演

16 グループ活動
意見交換（担当者含む）

外部機関との連携（アポ取り、依頼文含）　※リストを公開

冬休み 冬季休業中課題 先行研究調査②
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表１：スキルアップ講座詳細 

 

        

図１：「ASⅠ」仮評価と本評価の結果         図２：「ASⅠ」自己評価（２月）の結果 
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図３：「ASⅡ」仮評価と本評価の結果              図４：「ASⅡ」自己評価の結果 

 

        

図５：「ASⅢ」仮評価と本評価の結果              図６：「ASⅢ」自己評価の結果 

 

 

図７：3 年間で最も伸びた能力（縦軸は割合） 
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図８：「ATⅠ」仮評価と本評価の結果              図９：「ATⅠ」自己評価の結果 

 

           

図 10：「ATⅡ」仮評価と本評価の結果              図 11：「ATⅡ」自己評価の結果 

 

 

図 12：３年間での伸長度（０～３の４段階評価） 
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写真１：環境シンポジウムの様子（左：研究発表 右：パネルディスカッション） 

 

   

写真２：採泥採水の様子（左：調査地点の協議 右：漁船上からの採泥） 

 

 

図 13：教科間連携に関する不明な点（34 名回答 複数選択可能） 
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図 14：天高版探究型授業での設定場面数（R6：47 回答 R5：51 回答） 

 

 

図 15：数科学探究Ⅰ～Ⅱにおける日常生活と数学の関連について教員が示した割合 

 

 
図 16：総合理科ミニ課題研究でどのような機会となったかの意識調査結果 

（4 段階評価で肯定的な意見２つの割合） 
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教育課程表 
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